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梅野 博仁
(⽇本⾳声⾔語医学会理事⻑)

⽇本⾳声⾔語医学会は1956年に設⽴され、現在、⾔語聴覚⼠，医師，学
校教諭，研究者，ほか多くの職種からなる約1600名あまりの会員が所属し、
⾳声，⾔語, 聴覚を中⼼に、⾼次脳機能, 発達, 嚥下などを含めた幅広い領
域の学会活動が⾏われています。具体的には、1回/年の学術講演会開催，
4号/年の学会誌刊⾏，研究助成に加えて、2020年より学会誌に掲載され
た論⽂から優秀論⽂賞（⾳声部⾨・発話部⾨・⾔語部⾨）を3編, 奨励賞を
1編選定し、総会で授与式と受賞記念講演を⾏っています。また、新たに
⾳声⾔語認定制度を設け、2022年以降は毎年の資格認定試験が⾏われてい
ます。
これから加速する少⼦⾼齢社会に向けて、本学会活動が⾳声⾔語障害なら
びに聴覚障害等を持つ⼩児や⾼齢者の⽀援を⾏うことは、⾔語コミュニ
ケーションの維持⽀援に繋がり、⽂化的な社会を維持するうえで重要な意
味を持ちます。 
皆さまの学会へのご参加を⼼よりお待ちしております。



⽇本⾳声⾔語医学会って ?

ü 医師と⾔語聴覚⼠が主な会員ですが、
この他に⻭科医師、理⼯学、⾳響学、声楽、
教育学、⼼理学、など多職種の専⾨家が
集まっています。

ü 本学会は、⾳声と⾔語を中⼼に、⾼次脳機能、
聴覚、発達、嚥下など幅広い領域の専⾨家が参加
する学際的団体です。

会員
1,644⼈

医師
(548名)

⾔語聴覚⼠
(868名)

その他(220名)
⻭科医師
(14名)



学術講演会

ü 学術講演会開催予定
2024年(第69回) 東京都 2025年(第70回) 神⼾市 2026年(第71回) 東京都

ü 年1回、学術講演会を開催しています。
ü 全国から集まった会員が、それぞれの
分野で熱く語り合い、学びを深めます。

(2023年 第68回 倉敷市)

ü ⼀般演題の他、シンポジウム
教育講演、ワークショップ
パネルディスカッションなど
があります。



研究費助成制度・優秀論⽂賞制度
ü ⾳声⾔語医学の分野において創造性に富み、有益な研究テーマ
に対しその研究を⽀援するために研究費の助成を⾏っています。

ü 毎年、⾳声⾔語医学会雑誌に投稿した
論⽂において、⾳声・発話・⾔語部⾨
で優れた若⼿会員に対して「優秀論⽂
賞・奨励賞」が与えられます。



ポストコングレスセミナー
ü 学術講演会と併せて、毎年開催しています。
ü 学会員以外の⽅も参加できます。
＜最近のテーマ＞

2021年 第66回 (web開催)
⾳声障害の検査・診断・治療のポイント
気管切開患者への対応とカニューレの取り扱い

2022年 第67回 (京都市)
⾳声治療のtips & pit falls

2023年 第68回 (倉敷市)
⾳声評価演習・嚥下リハビリ実習



書籍・刊⾏物

ü 学会誌に掲載される論⽂は、会員以外にも広く公開し、
新しい知⾒の普及に努めています。

ü ⾳声障害・構⾳障害などの
DVD付き書籍を発⾏しています。



⾳声⾔語認定制度
(医師・⾔語聴覚⼠)

ü 治療に従事する個々の医師および⾔語
聴覚⼠の質を担保するとともに、治療者や
治療内容の情報を社会に発信する制度を
整備することを⽬的としています。

ü 2022年より毎年資格認定試験を⾏っています。



⼊会する
⼊会申込書に必要事項をご記⼊の上、ご送付下さい。

(左QRコードよりダウンロードできます。)

⼊会⾦ (正会員、学⽣会員) 3,000円

年会費
正会員 10,000円

学⽣会員 6,000円
購読会員 10,000円

＜お問合せ、⼊会申込書の郵送先＞
〒112-0004

東京都⽂京区後楽2-3-10 ⽩王ビル5F
⽇本⾳声⾔語医学会 事務局

Tel : 03-5684-5958 (⽉・⽔・⾦ 9:00~17:00)
Fax :03-5684-5494
Email : onsei@jslp.org
URL: http://www.jslp.org/

mailto:onsei@islp.org

